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１ はじめに

今冬は全国各地で高病原性鳥インフルエ

ンザが発生し、本県でもいつ発生してもお

かしくない状況である。今秋に実施した中

部地区の高病原性鳥インフルエンザ防疫演

習の概要について報告する。

中部管内の過去の防疫演習は、平成２３

年度は今回と同じサイズの埋却溝を掘削し

た埋却演習、平成２４年度は実際の廃業養

鶏農場で鶏の殺処分、消毒などを行った農

場演習、平成２５年度はほうきリサイクル

センターで行った死鶏の焼却演習、平成２６年度は模擬農場で夜間に鶏の捕獲・殺処分等

を行った夜間演習などである（図１）。

今回の演習では、集合場所、防疫基地などなど各施設の設置と運営、そして埋却演習を

行った。

２ 演習の概要

（１）目的および演習項目

今回の演習の目的は、マニュアルの検証と

動員予定者への作業イメージの付与、また家保

主導から中部総合事務所の主導で演習を実施す

ること、の３点である。過去の演習は企画や準

備段階、当日の運営のすべてが家保主導で行っ

てきたが、今回は準備段階から中部総合事務所

の主導で実施した。

演習項目は、集合場所、防疫基地、消毒ポイ

ント、備蓄倉庫など各施設の 設置と運営、

そして埋却の実地演習である。

参集範囲は、図３にある通りの各団体で、見

学者を含めて、参加者は約１６３名であった。

また演習地は図３にあるとおりの中部管内５カ

所で行った。

（２）日程



演習日程は、５時に異常鶏

の通報があり、６時に簡易検

査陽性であったと想定し、午

前中は設営開始メールを合図

に、各施設で設営を行った。

備蓄倉庫班は、演習で使用

する備蓄品を実際に各施設に

配送した。

午後からは施設運営を開

始、動員者３０名が集合施設

に集合し、受付、検診、防疫

服を装着し、バスで防疫基地、

埋却基地に移動した。

それぞれの基地でマスクやゴーグル、長靴などを装着し、埋却作業などの防疫作業に従

事したのち、１６時に集合施設にバスで戻り、片付け、終了とした。

消毒ポイント班は平行して、現地で防疫服を装着し、消毒作業を行った。

３ 演習風景

（１）集合場所の設営および運営（検診および防疫服着用）

集合場所においては午前中に受付、検診

会場、防疫服着用場所の設営を総務情報班、

健康生活班がそれぞれ行った。午後からは

動員者３０名が集合し、受付、問診、健康

診断を受け、その後、防疫服２枚を着用し、

待機した。かなり時間が早く進行し、待機

時間が予定より長かった。



（２）埋却地の設営および運営

埋却地においては、午前中に現地農場班

の埋却工事グループが、埋却溝の目隠しシ

ートの設置や、ショベルカー３機を操縦し

て掘削工事を進めた。その一方で、埋却班

の埋却地担当が、備蓄倉庫から到着した防

疫資材を使って埋却基地の設営を行った。

午後には動員者１０名がバスで到着し、埋

却基地で防疫装備を着用してから、完成し

た埋却溝に移動し、消石灰による消毒、ブ

ルーシートの敷設、死亡鶏を入れたと想定

したフレコンバックの投入等の埋却作業を演習した。

（３）防疫基地の設営および運営

防疫基地においては、現地総合対策チーム

の現地農場班や、現地防疫チームの防疫基地

派遣および発生地班の家畜防疫員らが、午前

中に防疫基地の設営を行った。午後に集合施

設から動員者２０名が到着し、防疫基地で防

疫装備を着用し、発生農場に移動した（今回

の演習では埋却演習を見学。）



（４）消毒ポイントの設営および運営

消毒ポイントにおいては、午前中に備蓄倉庫から動噴などの機材の受け取りやタンクへ

の給水等の設営作業を行った。午後からは消毒ポイント班３８名が集合し、防疫服を着用

後、動噴の接続や、消毒作業などを演習した。

現地総合対策チームの物品調達班および現

地防疫チームの家畜防疫員は、備蓄倉庫から

今回の演習で使う備蓄資機材を仕訳し、トラ

ックに積み込み、埋却基地、防疫基地、集合

場所にそれぞれ配送した。

また現地防疫チームの記録担当は撮影用ド

ローン等を用いて埋却演習の進行を記録し

た。



４ 演習成績

今回の埋却作業の所要時間は表１に示す

とおりだった。試掘、掘削、家畜投入、埋

却のそれぞれに要した時間は、過去の演習

成績と比較して、ほぼ同じ程度であった。

また演習後の参加者からの意見集約では、

次のような意見が得られた。

・目隠しシートの設置に課題が残った。設

置方針などを再度検討すべき(埋却班）。

・集合場所の施設は狭かった。本番はさら

に人数が増えるため、他の施設を検討すべ

き(健康調査班）。

・動力噴霧器の平時の点検が必須（消毒班）。

・人事異動で人が変わるため、最低3年に1回は合同での実地演習を行うべき。

・現在の体制は人員の余裕がない。動員者の予備要員が必要。

・防疫服着用手順や｢健康管理判断基準」等、ラミネート加工の平時の準備が必要(集合場

所、健康生活班）。

また感想としては、

・これまで施工業者に埋却作業への不安があったが、実地体験できて、不安が軽減された

（埋却班）、等があった。

６ まとめ

今回の演習では、準備段階から各機関が集まって打ち合わせをし、また日に相当回数の

電話での打ち合わせを連日重ねたお陰か、当日は想定より早く演習が進行した。また演習

後の意見集約では、それぞれの担当班毎に、より具体的で専門的な、実地作業や実務、マ

ニュアル等への意見が得られた。さらに演習後も、各機関が集まって施設の現地確認など

をして検討しており、各機関のＨＰＡＩ対策に対する主体性、連携がより強まったと思わ

れる。よって今回の演習は目的を果たすものとなったが、今後も継続して今回の演習で課

題にあがったところを検討していく必要がある。


